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 要  旨 
 近年，GPSや無線LAN等の電波を用いた人や物の位置特定システムが注目され
ている。身近な例としては、GPS内臓の携帯電話など携帯端末を利用した歩行者ナ
ビゲーションシステムや製品にICタグを埋め込んだ工場・倉庫内における物品管
理システムが挙げられ、これらは無線通信によって既に実用化されている。また、
防犯対策として屋内にセキュリティセンサを取り付ける家屋が急増している。対
人センサの多くは赤外線を使用しており、探知範囲が狭いため死角も多い。一方、
レーダにおいては位置特定システム、特にマイクロ波帯における電波の透過性を
積極的に利用した壁越しから人間を位置特定するスルーウォールレーダが注目さ
れ、災害時の被害者の発見やセキュリティセンサとして期待されているが実用化
はされていない。この電波式のセンサは，外光や粉塵・汚れの影響を受ける光式
センサや、温度による誤差の影響を受けやすい超音波センサに比べ耐環境性に優
れるという利点がある。これまで、位置推定問題は、屋内外の環境における無線
通信のマルチパス等の解析のための到来方向推定問題に関して多くの研究者によ
って研究が行われており、実環境における成功例も多数報告されている。しかし、
壁越しからの位置推定の例の報告はほとんどされておらず、壁及び人体による影
響も十分に解明されていない。 
本研究は壁越しにおいて人間を探知するスルーウォールレーダシステムの開発
を目的としている。本レーダシステムではアンテナ部はアレイアンテナを用い、
アンテナ部をスイッチで切り替えるFM-CW方式を採用した。また、信号処理におい
ては最適受信方式（フェーズドアレイ方式）と等価であるマイグレーション法を
用いた。 
まず、スルーウォールレーダにおけるアンテナ配置が分解能に及ぼす影響につ
いて検討を行い、アレー全長60[cm]以内で前配置より33％方位分解能を改善する
アンテナ配置を作成した。次に、人間の体の幅が原因で起こるピーク割れを補正
処理することでピーク割れを防いだ。さらに、人体検知の上で必要なマイクロ波
特性を測定し、高速な信号処理及び閾値の設定が人体検知には必要であることが
わかりシステムに反映させた。 
最後に、壁越し（厚さ11.5[cm]コンクリート壁）における位置推定実験を行い
壁越しにおいて最大探知距離15[m]と目標であった10[m]を超す結果が得られた。
また、位置推定実験では目標であった位置推定誤差±50[cm]以内を8割達成し、本
研究は壁越しにおいて人間を探知することが可能であることを示した。 
 
 
